
　

近
年
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
の
拡
大
等
を

背
景
と
し
て
、
シ
カ
や
ク
マ
等
に
よ
る
森
林

被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
の
面
積
は
、

全
国
で
約
９
千
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
シ
カ
に
よ
る
枝
葉
や
樹
皮
の
食
害
等

が
約
６
割
、
ク
マ
に
よ
る
剥
皮
被
害
が
約
１

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
の
全

国
に
生
息
し
て
お
り
、
林
内
や
林
縁
、
伐
採

跡
地
等
を
餌
場
と
し
て
い
ま
す
。
生
息
密
度

が
著
し
く
高
い
地
域
の
森
林
で
は
、
食
害
に

よ
っ
て
、
シ
カ
の
口
が
届
く
高
さ
の
枝
葉
や

下
層
植
生
が
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
る
場
合

special
edition 特集

白骨化した樹木と、高い密度で群れるシカ
（三重県大台ヶ原） 【横山典子氏　撮影】

（図 ‐Ⅰ） シカの口が届く高さの枝葉や下層植生がほと
んど消失することで出現する「シカ・ライン（ディアライ
ン）」（神奈川県丹沢） 【横山典子氏　撮影】

（図
‐
Ⅰ
）も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
被
害
箇
所

で
は
、
下
層
植
生
の
消
失
や
踏
み
付
け
に
伴

う
土
壌
流
出
等
に
よ
っ
て
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
の
分
布
は
、
昭
和
53
年（
1
9
7
8

年
）以
降
大
き
く
拡
大
し
て
お
り
、
生
息
密
度

が
高
く
な
る
前
に
早
急
な
対
策
を
と
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
（図
‐
Ⅱ
）

  

ク
マ
は
、
森
林
に
お
い
て
立
木
の
樹
皮
を

剥
ぎ
、
立
木
の
枯
損
や
木
材
と
し
て
の
価
値

の
低
下
等
の
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま

た
、
ク
マ
の
主
な
餌
で
あ
る
堅
果
類（
ミ
ズ
ナ

ラ
の
実
等
の
ド
ン
グ
リ
や
ブ
ナ
の
実
）は
、
数

年
周
期
で
豊
凶
を
繰
り
返
す
た
め
、
凶
作
の

年
等
に
は
、
農
地
や
集
落
へ
の
出
没
が
増
え

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

森林被害の現状と対策

鳥獣野生 による

（図‐Ⅱ） ニホンジカ分布図(環境省 2012)
（●：2007-9年度の拡大範囲、●：分布拡大の可能性が大）

野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
が
深
刻
化

4No.72



　

さ
ら
に
、
各
地
の
地
方
自
治
体
や

被
害
対
策
協
議
会
等
に
よ
り
、
シ
カ

等
の
計
画
的
な
捕
獲
や
捕
獲
技
術
者

の
養
成
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
捕
獲
鳥
獣
の
肉
を
食
材
と
し
て

利
活
用
す
る
取
組
や
鹿
革
を
利
用
し
た
革
製

品
の
開
発
・
販
売
も
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

  

「
被
害
の
防
除
」に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
と

一
体
と
し
て
防
護
柵
（
図
‐
Ⅲ
）や
防
護
テ
ー

プ
（図
‐
Ⅳ
）等
の
被
害
防
止
施
設
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
防
護
柵
等
の
設
置
方
法

を
学
ぶ
技
術
講
習
会
の
開
催
、
新
た
な
防
除

技
術
の
開
発
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
シ
カ
の
過
度
な
食
害
に
よ
っ
て

植
生
が
消
失
し
、
表
土
の
流
失
が
み
ら
れ
る

箇
所
で
は
、
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
シ
カ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
植
生
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
生
息
環
境
管
理
」に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
あ
る
地
域
で

野生鳥獣による森林被害の現状と対策special
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同
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
同
年
６
月
に
は

「
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の

防
止
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
基

本
的
な
指
針
」が
改
正
さ
れ
、
市
町
村
長
が

任
命
す
る「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」を
中
心

と
し
て
捕
獲
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、

市
町
村
や
農
林
漁
業
団
体
の
職
員
を
新
た
な

捕
獲
の
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
で
は
、「
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的

な
指
針
」を
改
正
し
て
、
平
成
24
年
度
よ
り
、

銃
器
を
用
い
な
い
で
捕
獲
を
行
う
場
合
、
狩

猟
免
許
を
受
け
て
い
な
い
者
を
補
助
者
と
し

て
認
め
て
い
ま
す
。

は
、
林
縁
部
の
藪
の
刈
り
払
い
や
農
地
に
隣

接
し
た
森
林
の
間
伐
等
に
よ
っ
て
見
通
し
を

良
く
し
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
等
が
身
を
隠
す

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

出
没
し
に
く
い
環
境（
緩
衝
帯
）を
作
る
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
間
伐
の
実
施
に
よ
っ
て
下
層
植
生

が
豊
か
な
森
林
を
育
成
す
る
ほ
か
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
て
針
広
混
交
林
や
広
葉
樹
林
を

育
成
し
て
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
整
備
す
る

取
組
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
地
域
の

関
係
施
策
と
連
携
し
、
防
護
柵
の
設
置
等
に

よ
る
森
林
被
害
の
防
止
へ
の
支
援
や
国
有
林

に
お
け
る
対
策
の
実
施
と
と
も
に
、
よ
り
効

果
的
・
効
率
的
な
防
除
技
術
の
開
発
等
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、「
個
体
数
調

整
」、「
被
害
の
防
除
」及
び「
生
息
環
境
管
理
」

の
３
つ
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ま
ず
、「
個
体
数
調
整
」に
つ
い
て
は
、
個

体
数
調
整
の
担
い
手
の
中
心
と
な
る
狩
猟
者

の
減
少
・
高
齢
化
を
踏
ま
え
て
、
平
成
24
年

３
月
に
、「
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に

係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
」が
一
部
改
正
さ
れ
、
市
町
村
長
が

都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
被
害
防
止
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
が
で
き
る
こ
と
、

狩
猟
免
許
と
猟
銃
所
持
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
の
利
便
向
上
の
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

スギ苗木を採食中のシカ 【（独）森林総合研究所　提供】

総
合
的
な
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
を
実
施

（図‐Ⅳ）
シカ・クマ防護テープ

（長野県）

（図 ‐ Ⅲ） シカ防護柵
（ネット）（滋賀県）
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国
有
林
は
、
我
が
国
の
国
土
の
約
２
割
、
森
林
面
積
の
約
３
割
を
占
め
、
そ
の
多

く
は
奥
地
脊せ
き
り
ょ
う梁

山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
鳥
獣
の
生
息
域
の
拡
大
等
か
ら
農
山
漁
村
に
深
刻
な

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
に
お
い
て
も
、
近
年
、
シ
カ
に
よ
る
森
林

植
生
へ
の
食
害
や
ク
マ
に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
な
ど
の
森
林
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
シ
カ
の
被
害
に
関
し
て
は
、
高
山
植
物
な
ど
の
希
少
な
植
物
の
食
害
や
、

林
床
の
裸
地
化
に
よ
り
土
砂
の
流
出
が
顕
在
化
す
る
な
ど
、
早
急
か
つ
効
果
的
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
有
林
で
は
、
地
方
自
治
体
や
学
識
経
験
者
、N
P
O
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
生
息
状
況
の
調
査
や
防
護
柵
の
設
置
を
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
林
管
理
局
に
お
け
る
主
な
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）森
林
へ
の
影
響
調
査

　

北
海
道
の
天
然
林
に
お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
被

害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
把
握
が
難
し
く
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
、
全
道
の
天
然
林

3
2
0
箇
所
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
詳
細
な
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
樹
皮
剥
ぎ
に
よ
る
樹
木
の
枯

死
な
ど
の
影
響
が
、
全
道
各
地
で
増
え
て
い
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
道
内
各
地
の

森
林
事
務
所
に
配
属
さ
れ
た
職
員
が
、
森
林

（
人
工
林
及
び
天
然
林
）に
ど
の
よ
う
な
影
響

（
２
）食
肉
と
し
て
の
有
効
活
用

　

国
有
林
内
に
囲
い
ワ
ナ
を
設
置
し

（
図
１
‐
３
）、
エ
ゾ
シ
カ
を
生
き
た

ま
ま
捕
獲
す
る
手
法
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
3
箇
所
に

設
置
し
、1
6
7
頭
を
捕
獲
し
ま
し

た
。
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
は
、
地
元

自
治
体
や
農
業
生
産
法
人
と
連
携
し

な
が
ら
、
食
肉
と
し
て
の
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
エ
ゾ
シ
カ
の
影
響
が
多
数
確
認
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
北
海
道
森

林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
と
情
報
共
有
す
る

こ
と
で
、
効
果
的
な
被
害
対
策
に
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。（
図
１
‐
２
）。

森
林
管
理
局
の
取
組

北
海
道

国
有
林
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

【図１‐２】簡易調査の結果の例（平成22年度）

【図１‐３】囲いワナ及び捕獲されたシカ

【図１‐１】職員による簡易調査の様子

が
生
じ
て
い
る
か
を
簡
易
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
約
1
万
2
千
箇
所

で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た（
図
１
‐
１
）。
こ

の
結
果
、
こ
れ
ま
で
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
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関
東
森
林
管
理
局
の
静
岡
森
林
管
理
署

で
は
、
地
元
自
治
体
や
有
識
者
等
か
ら
な
る

「
富
士
宮
市
鳥
獣
被
害
対
策
防
止
協
議
会
」に

参
画
し
、
シ
カ
の
生
息
状
況
の
調
査
や
効
率

的
な
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
防
護
対
策

に
加
え
、
新
た
な
捕
獲
方
法
と
し
て
、
餌
で

誘
引
し
た
シ
カ
を
一
斉
に
捕
獲
す
る
手
法（
誘

引
捕
獲
：
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）に
試

行
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す（
図
２
‐
１
、２

‐
２
）。
平
成
23
年
度
は
、
19
箇

所
の
給き
ゆ
う
じ餌

場
所
を
設
置
し
、
定
期

的
に
シ
カ
が
出
没
す
る
よ
う
学
習

さ
せ
た
後
、
６
日
間
で
73
頭
を
捕

獲
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
24

年
度
に
は
、
12
日
間
に
拡
充
し
て

１
９
９
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。
ま

た
、
誘
引
捕
獲
に
適
さ
な
い
地
域

に
お
い
て
、
く
く
り
ワ
ナ
等
に
よ

り
３
５
５
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
は
、
説
明

会
の
開
催
、
哺
乳
類
学
会
等
へ
の

情
報
提
供
、「
誘
引
捕
獲
の
手
引

書
」の
作
成
等
を
通
じ
、
地
元
住

民
を
は
じ
め
鳥
獣
行
政
担
当
者
や

研
究
者
等
に
も
広
く
提
供
し
て
い

ま
す
。

森
林
管
理
局
の
取
組

関 

東

【図１‐４】林道除雪の様子

（
３
）ハ
ン
タ
ー
の
利
便
性
向
上
等

　

一
般
の
方
が
国
有
林
に
入
林
す
る
に
は
、

原
則
と
し
て
、
個
々
の
森
林
管
理
署
等
で
入

林
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
国
有
林
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
を

進
め
る
た
め
、
一
回
の
申
請
手
続
き
で
、
全
道

国
有
林
へ
の
入
林
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
ハ

ン
タ
ー
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
が
有
害
鳥
獣
駆
除
を
行
う

区
域
に
つ
い
て
林
道
の
除
雪
を
行
い
、
エ
ゾ

シ
カ
の
効
率
的
な
捕
獲
が
可
能
と
な
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
‐
４
）

【図２‐２】
誘引捕獲の様子

【図２‐１】誘引捕獲の模式図

森
林
管
理
局
の
取
組

中 

部

【図３‐１】植生の変化（南アルプス・聖岳）
平成９年８月 平成19年７月

　

中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
南
ア
ル
プ

ス
や
八
ヶ
岳
な
ど
の
高
山
植
物
に
ま
で
シ
カ

に
よ
る
植
生
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。（
図

３
‐
１
）
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現
在
、
被
害
が
集
中
し
て
い
る
長
野
県
内

の
南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
、
美
ヶ
原
、
霧
ヶ

峰
、
浅
間
の
各
地
域（
図
３
‐
２
）に
設
置
さ

れ
た
被
害
対
策
協
議
会
と
各
地
域
の
森
林
管

理
署
が
連
携
・
協
働
し
て
、
貴
重
な
高
山
植

物
を
守
る
た
め
の
防
護
柵
の
設
置
や
ワ
ナ
に

よ
る
捕
獲
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す（
図

３
‐
３
）。

　

ま
た
、
く
く
り
ワ
ナ
の
貸
し
出
し
や
狩
猟

会
へ
の
委
託
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員

自
ら
く
く
り
ワ
ナ
を
仕
掛
け
る
な
ど
し
、
平

高山帯を移動するシカ

シラビソの剥皮【図３‐２】被害対策を重点的に進めている位置図
【図３‐３】高山帯への防護柵の設置

（八ヶ岳・台座の頭）

【図３‐６】職員アンケートの結果

成
23
年
度
は
1
、

6
3
5
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た（
図
３
‐
４
）。

　

平
成
24
年
度
に

は
、
食
肉
と
し
て
の

活
用
等
も
視
野
に
、

霧
ヶ
峰
地
域
一
帯
に

囲
い
ワ
ナ
に
よ
る
捕

獲
の
実
証
試
験
に
取

り
組
み
ま
し
た（
図

３
‐
５
）。
こ
の
結

果
、
ネ
ッ
ト
の
材
質
、
餌
の
種
類
や
設
置
場

所
等
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
10
月
に
は
、
職
員
か
ら

シ
カ
の
目
撃
情
報
等
を
収
集
し
た
と
こ
ろ
、

通
勤
路
等
で
の
夜
間
も
含
め
た
目
撃
情
報
が

集
ま
り
、
森
林
以
外
で
の
生
息
地
も
把
握
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
中
部
森
林
管
理
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お
り（
図
３
‐

６
）、
今
後
の
被
害
防
止
策
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【図３‐４】職員によるくくりワナの設置

【図３‐５】囲いワナによる捕獲実証試験
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九
州
地
域
の
シ
カ
の
生
息
数
は
、
適
正
頭

数
の
約
５
．
８
倍
に
ま
で
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、

シ
カ
に
よ
る
被
害
が
甚
大
な
九
州
中
央
山
地

及
び
屋
久
島
地
域
に
お
い
て
、
シ
カ
の
生
息

調
査
や
行
動
パ
タ
ー
ン
等
の
調
査
・
分
析
を

し
、
職
員
自
ら
く
く
り
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
を

　

国
有
林
に
お
い
て
は
、
生
息
状
況
調
査
や

行
動
調
査
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
様
々
な

捕
獲
手
法
の
成
果
等
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
情

報
や
経
験
を
活
か
し
引
き
続
き
対
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
広
域
的
な
視
点
か
ら
、
森
林
生
態
系
や
農

林
業
に
甚
大
な
影
響
や
被
害
を
与
え
て
い
る

地
域
に
つ
い
て
、
民
有
林
や
農
業
関
係
者
と
の

連
携
を
更
に
強
化
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
シ
カ
被

害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 今

後
の

展
開
方
向
と
課
題

森
林
管
理
局
の
取
組

九 

州

進
め
る
と
と
も
に
、
箱
ワ
ナ
や
広
域
誘
導
捕

獲
柵
等
様
々
な
効
果
的
・
効
率
的
な
捕
獲
手

法
の
試
行
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
と
連
携

し
た
捕
獲
体
制
の
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
く
く
り
ワ
ナ
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
ワ
ナ
の
設
置
方
法
や

改
良
方
法
等
を
と
り
ま
と
め
た「
シ
カ
捕
獲
マ

ニ
ュ
ア
ル（
く
く
り
わ
な
編
）」を
作
成
し
て
い

ま
す（
図
４
‐
１
）。

　

ま
た
、
職
員
を
対
象
と
し

た「
シ
カ
捕
獲
業
務
検
討
会
」

を
開
催
し
、
各
森
林
管
理
署

で
の
取
り
組
み
状
況
を
発
表

し
、
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、「
く
く
り
ワ
ナ
研
修

会
」を
開
催
す
る
こ
と
で
捕

獲
の
技
術
向
上
等
を
図
っ
て

い
ま
す（
図
４
‐
２
）。

　

平
成
24
年
度
に
は
、
九

州
森
林
管
理
局
森
林
技
術

セ
ン
タ
ー
で
、
軽
く
て
設
置

が
簡
単
な「
巾
着
式
あ
み
は

こ
わ
な
」を
開
発
し
、
九
州

各
地
で
説
明
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
広
く
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た（
図
４
‐
３
）。

野生鳥獣による森林被害の現状と対策

【図４‐３】巾着式はこあみわな

【図４‐１】シカ捕獲マニュアル

【図４‐２】署におけるくくりワナの研修会
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